Research on Manual Dexterity Accompany the Advance of In-vehicle Equipment : Comparison of Left-Hand and Right-Hand Operation by 鳥居 武史
人問科学研究　VoL18，Supp1ement（2005）
修士論文要旨
車載情報機器の高機能化に伴う操作の巧綴性の研究
一左手と右手の操作性比較一
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1．はじめに
　車載情報機器の高機能化に伴い、操作には「巧綴性一一器
用さ」が求められるようになっている。複雑化する車載情
報機器の操作では、左右の操作で違いが生じるのではない
だろうかと考えた。
2．研究目的
　本研究では、車載情報機器における利き手・非利き手の
操作性の比較実験を行う。特に右利きにおいて車載情報機
器の最適な片手操作を明らかにすることを目的とする。ま
た、運転タスクにどのような影響を与えるか、操作する手
に応じてどのような配慮が必要かについて検討する。
し与えた。評価方法は、走行データ、タスク達成時問、
NASA－TLXによるメンタルワークロード評価、数字入カタ
スクのエラー率、主観評価、自由意見とした。走行データ
として、Mean　Reference－Actua1Deviation（任意の基
準線からの偏差の平均）を求めた。その結果、右利きによ
る左手と右手の操作で大きな違いはみられなかった。しか
し、十字キーを除き、右手でデバイスを操作した方が、操
作性が高く運転への影響が少ない傾向にあった。十字キー
は、左手操作の方が、操作性が高い傾向にあった。全体と
しては、ステアリング操作よりもデバイス操作の方が、利
き手、非利き手が与える影響が大きく、非利き手でのデバ
イス操作が難しいことが示唆された。
3　予備実験
　左手と右手の操作性比較（運転タスクなし）を行った。
車載情報機器の一つとしてBMW社のiDriveを取り上げ、
左手と右手の操作性の違いを検討した。右利きの左手操作
では、エラー数が多く、右手操作の方が、操作性が高かっ
た。車載情報機器のみの操作では、右利きにおいて、右手
操作の優位性が示された。車載情報機器においても利き手
による操作性への影響が示唆された。
4　評価実験1
20代の右利きの被験者10名を対象に、シミュレータによ
る運転タスクを与えた上での評価実験を行い、操作する手
の左右の違いが与える影響について検討した。
表示用50V型プラズマテレビ
液晶 　　　　数字入カタニタ
操作デバイス
用PC
…ユレータ用PC
被験者　　　　実験者
　　　　　　　　　図1　測定環境
　車載情報機器の操作デバイスを想定した、4っのデバイ
ス（タッチパネル、テンキー、十字キー、ロータリーダイ
ヤル）を用いて比較した。4桁の数字入カタスクを繰り返
5．評価実験2
　評価実験1と同様に、20代の被験者6名を対象に、タッ
チパネルと十字キーの2つのデバイスについて、筋電およ
び心拍’といった生理的評価指標を加え、運転タスクヘの影
響や左手と右手の操作性について検討を行った。筋電図測
定の同時活動率から、十字キーでは右手でのステアリング
操作の方が、操安性が高いことが分かった。しかし、走行
データでは十字キーでの左右の明確な差はみられなかった。
短母指屈筋における％MVCは、左手で十字キーを操作す
る方が低い傾向にあり、負担が少ないと考えられる。タッ
チパネルでは、生理的指標以外の結果から右手操作の方が、
操作性が高い傾向にあった十字キーでは・筋電図の結果
から左手でのデバイス操作の方が、操作性が高いことが分
かった。利き手、非利き手よりも、ゲームコントローラな
どの慣れが影響すると考えられた。
6．考察・まとめ
　右利きでは、右手でのデバイス操作の方が、操作性が高
く、運転への影響が少ない可能性が示唆された。十字キー
では、左手でのデバイス操作の方が、操作性が高く、右手
でのステアリング操作の操安性が高い傾向にあった。今後
の課題として、さらに様々なデバイスでの検討や慣れ、習
熟度について考慮する必要があると考えられる。
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